
全科共通科目 医療福祉

ICF入門授業科目

理学・作業・言語・義肢・健栄・スポ・社会・看護・情報対象学科２対象学年【担当教員名】

黒川 幸雄 選択必修･選択前期開講時期

15時間数１単位数

【概要・一般目標：GIO】

国際障害分類（InternationalClassificationofImpairments,DisabilitiesandHandicaps:ICIDH)は1980年から2000年までの20年

間リハビリテーション医学の世界で大変積極的に活用されてきた。そこで今日においてもその活用が継続されている傾向もある．

2001年WHO総会において承認された国際生活機能分類（InternationalClassificationofFunctioning,disability,andHealth:

ICF)への移行の背景と意義を理解し、臨床場面への応用の方法を理解し、実際に適用できるようにする．

【学習目標】

１）ICIDHの概念を理解し、説明できる．

２）ICFが生まれる背景を理解し、その概念を理解し説明できる．

３）ICHDHからICFへの移行の意味を理解し、説明できる．

４）ICFを臨床場面に適用できるよう紙上患者paperpatientを用いて、適用できる．

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

講義1,2)オリエンテーション．ICHの基本的概念とICHDHの基本的な概念を比較する．１

講義1,2,3)ICIDHの生まれる背景とICFの生まれる背景とその移行について検討して理解する．２

講義２)ICFの基本的構成を理解する．３

講義・演習２)ICFの臨床場面での適用について検討する．４

演習４)小グループワーク１５

演習４)小グループワーク２６

演習１～４)グループ発表７

講義１～４)まとめ・アンケート・試験・授業評価など８

＜発行年・価格他＞＜発行所＞＜著者名＞＜書名＞【使用図書】

2002・3,500円＋税中央法規世界保健機関（WHO）ICF国際生活機能分類ー国際障害分類

改定版ー
教科書

（必ず購入する書籍）

2010・6,400円＋税医歯薬出版木村哲彦監修・著、河野康徳生活環境論 第６版
参考書

その他の資料

【履修上の留意点】

集中講義で行う。日程は講師の予定から第一候補９月３日（金）１～５限、９月４日

（土）、第二候補次週の10日、11日、学事計画上別の日程も考えられる。

【評価方法】

出席状況、レポート提出、筆記試験などを総合

して評価を行う
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